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主な内容

東海環状都市地域のイベントなど／ 
ものづくり文化街道体験モニターツアー 

２～３ ものづくり文化街道だより 

バリアフリー化整備内容／ 
駅周辺のバリアフリー計画／など 

４ ＪＲ瑞浪駅構内をバリアフリー化 

建物解体等には届出が必要です／ 
各相談窓口／など 

５ アスベストあなたの建物は大丈夫？ 

報告案件／条例案件／予算案件／など 

６～７ 市議会だより 

教育委員長に小栗幸江さん／ 
旧大湫小学校を解放／今学校では／など 

８～９ はぐくみ 

セラミックアート展を開催／ 
クリスマスリース作り募集／など 

10 図書館だより 

献上粟収穫祭／中国人慰霊祭／ 
還暦野球で全国大会／など 

11～13 みんなの広場 

協議が必要な行為とは／ 
こんな場合はご連絡を 

14 1,000㎡以上の土地開発事業を行う場合は事前に協議を！ 

環境フェアみずなみ2005／ 
美濃焼プラザ祭／アマチュア映画祭／など 

15 お知らせ 

乳がん検診／健康相談／献血／ 
乳幼児健診／など 

16 健康だいすき 

▲神明・白山神社例祭（大湫町）10月２日



ものづくり文 化街道だより ものづくり文 化街道だより  化街道だより  化街道だより 
 交流連携推進協議会～ 

ものづくり文化街道　体験モニターツアー 

美濃市 

関市 

瑞浪市 

瀬戸市 

多治見市 

可児市 

豊田市 

土岐市 

美濃加茂市 

も
の
づ
く
り
で 

　
広
が
る
、つ
な
が
る
。 

東海環状自動車道 

　瑞浪市を含む東海環状自動車道で結ばれる９都市は、
和紙・刃物・陶磁器・自動車産業など「ものづくり文化」
の伝統を持つ地域です。これらの都市で「人・モノ・文化・
情報」など多様な交流と連携を進めるため、「東海環状
都市地域交流連携推進協議会」を組織し、さまざまな活
動を行なっています。今回は「ものづくり文化」でつな
がる９都市の、イベントや観光スポットをご紹介します。 

◎問合せ　企画政策課　1内線345

　4000本のもみじが黄や紅に染まる様は圧巻です。
見ごろは11月中旬から下旬。11月中は日没から21
時までライトアップされます。 
【アクセス】東海環状・豊田勘八I.Cより約20分 
◎問合せ　足助観光協会　10565-62-1272

香嵐渓もみじまつり 
11月１日（火）～11月30日（水） 

豊田市 豊田市 

　「東海環状自動車道を使って、美濃和紙の伝統工芸体験とうだつの街並みを訪ねる旅」 
・日　　時　11月６日（日）８時40分～17時 
・コ ー ス　瑞浪駅北（発）～美濃和紙の里会館～美濃関物産館（昼食）～うだつの街並み～関鍛冶伝承館～瑞浪市役所 
・旅行代金　2,400円（昼食代・入館料等含む） 
◎申込・問合せ　10月17日（月）９時から先着順で40人まで受付します。 
　　　　　　　　㈱日本旅行名古屋支店　1052-232-6710　FAX052-232-6711 
　　　　　　　　URL　http://sky.nta.co.jp/tmusr/plan/2410270505.html

　神言会多治見修道院で収穫されたぶどうで作った
ワインを楽しむ収穫祭です。ワインを楽しむために
も、公共交通機関をご利用ください。 
【料　　金】2,000円 
【アクセス】 
東海環状・土岐南多治見I.Cより 
約10分 
◎問合せ　多治見市ＰＲセンター 
　　　　　123-5444

多治見ワインフェスタ2005
11月23日（水・祝） 

多治見市 多治見市 

　市内各地を舞台に、窯元団体や市民グループなどが趣向を凝らしたイベンをを実施。 
　当日は各イベント会場を快適に回遊することができるように無料バスも走ります。 
【アクセス】東海環状・せと赤津I.Cより各会場へは約５～10分　◎問合せ　瀬戸市国際博覧会推進課　10561-88-2541

第６回せと・まるっとミュージアム大回遊 
11月12日（土）・13日（日） 

瀬戸市 瀬戸市 

2平成17年10月15日



ものづくり文  化街道だより ものづくり文  化街道だより ものづくり文 ものづくり文 
～東海環状都市地域 

　品種数で世界一を誇るバラも、10月中旬ごろから秋の最盛期を迎え、
園内に植えられた100万本ものコスモスとともに園内を彩ります。 
【料　　金】大人800円（400円）高校生500円（300円）小中学生300円（200円） 
　　　　　　※４～11月の季節料金　（　）内は12月～３月料金 
【アクセス】東海環状・可児御嵩I.Cより約５分 
◎問合せ　花フェスタ記念公園事務所　10574-63-7373

花フェスタ記念公園　秋の公園まつり 
11月20日（日）まで 

　「刃物のまち・岐阜県関市」の刃物の歴史や古式伝承の技を紹介する刃物関連施設の周遊。刃物会館を中心
とした300ｍの範囲には、関市の刃物にまつわる観光施設が集まっています。 
【料　　金】関鍛冶伝承館のみ有料　大人200円、子供100円 
【アクセス】東海環状・富加・関I.Cより約10分　　　◎問合せ　関市観光協会　10575-22-3131（代表） 

可児市 可児市 

美濃市 美濃市 

　毎年大勢の人々で賑わう産業祭。多彩な
ステージイベントや屋台、農産物などの即
売もあります。 
【アクセス】東海環状・美濃加茂I.C下車、
国道41号経由で約10分 
◎問合せ　美濃加茂市商工観光課 
　　　　　10574-25-2111（代表） 

2005みのかも産業祭 
11月12日（土）～13日（日） 

美濃加茂市 美濃加茂市 

　大矢田もみじ谷で開催され
るまつりで、五穀豊穣を祈願
する素朴な人形劇です。国選
択無形民族文化財に指定され
ています。 
【アクセス】 
　東海環状・美濃I.Cより約10分 
◎問合せ　美濃市観光協会 
　　　　　10575-35-3660

大矢田（おやだ）ひんここまつり 11月23日（祝・水） 

　元屋敷陶器窯跡（国指定史跡）の一帯を
歴史公園として整備し、「歩く」「見る」
「触れる」ことで美濃桃山陶への理解を深
めることができる公園。作陶体験や茶会も
開催されています。 
【料　　金】無料（作陶、茶会除く） 
【アクセス】 
東海環状・土岐南多治見I.Cより約15分、中央道・
土岐I.Cより約15分 
◎問合せ　織部の里公園　154-2710

織部の里公園 土岐市 土岐市 

刃物フィールドミュージアム 
～関鍛冶伝承館・フェザーミュージアム・ 
　　　　刃物会館・濃州関所茶屋を巡る～ 

関  市 関  市 

瑞浪市役所　1 68-21113



こ線橋 こ線橋こ線橋 こ線橋 新設 

多機能トイレ新設 
エレベーター新設 

地下自由通路エレベーター地下自由通路エレベーター 地下自由通路エレベーター 

エスカレーター新設 

上りホーム 

下りホーム 

多治見方面 中津川方面 

改札 

コンコース 

スロープ新設 
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バ
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ア
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完
了
し
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市
で
は
、
平
成
16
年
に
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
基

づ
き
瑞
浪
駅
周
辺
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
関
す
る
計
画

と
し
て
『
瑞
浪
駅
周
辺
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
』

を
策
定
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
構
想
に
基
づ
き
、
平
成
16
年
か
ら
Ｊ
Ｒ
東
海
に

よ
る
駅
構
内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事
が
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
そ
の
工
事
が
完
了
し
、
９
月
25
日
か
ら
利

用
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。 

　
す
で
に
３
月
よ
り
ト
イ
レ
及
び
ス
ロ
ー
プ
に
つ
い
て

は
利
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
続
き
、
ホ
ー
ム

東
側
に
新
た
に
こ
線
橋
を
新
設
し
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
高
齢

者
や
身
体
障
害
者
の
み
な
さ
ん
に
も
安
心
し
て
駅
を
利

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

  

整
備
内
容 

・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
２
基 

・
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
２
基
（
上
り
専
用
） 

・
身
障
者
対
応
多
機
能
ト
イ
レ
（
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
） 

・
身
障
者
対
応
ス
ロ
ー
プ 

　
今
後
は
、
地
下
自
由
通
路
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
な

ど
、
駅
前
広
場
の
再
整
備
を
順
次
行
っ
て
い
く
予
定
で

す
。
工
事
中
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
『
瑞
浪
駅
周
辺
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
』
は

市
役
所
で
の
閲
覧
の
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。 

◎
問
合
せ
　
都
市
計
画
課
　
1
内
線
２
４
５ 

　
　
　
　
　
商
　
工
　
課
　
1
内
線
４
９
９ 

関連して駅周辺のバリアフリー計画を掲載 

アスベスト アスベスト 
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アスベスト アスベスト 

～建築物に使用されている「アスベスト」について～ 

アスベスト等が使用されている建築物や解体等の作業を行う場合は、届出が必要です 

アスベストによるリフォームの訪問販売にご注意ください 

あなたの建物は大丈夫？ 
適切な調査と対策を！ 
あなたの建物は大丈夫？ 
適切な調査と対策を！ アスベスト アスベスト 

　建築物に使用されている吹き付けアスベスト等から飛散するアスベストによる、健康被害を防止するた
めの調査等の手順を示した「岐阜県アスベスト対応指針」が作成されました。また、市においても公共施
設の調査と対策及び、市民からの各種相談に対応するため、アスベスト対策委員会を設置し対策を検討し
ています。 
 
　健康障害が心配される吹き付けアスベスト（飛散性）は、昭和30年代から平成８年頃まで使用された可能
性があるとされています。 
　このようなことから県では「岐阜県アスベスト対応指針」を作成し、県ホームページに掲載しました。
指針には、建築年次、確認申請書の設計図面等、成分分析機関によるアスベスト使用の確認や、アスベス
トの使用が確認された場合の対処方法が記載されています。 
　その他にも、成分分析機関や相談窓口についても記載されていますので、県ホームページまたは、市の
相談窓口で指針をご確認ください。 
　なお、建物に使用されたアスベストについては専門的な知識が必要です。まず建築士、建設業者、また
は下記相談窓口へご相談ください。 
 
 
　アスベストは大きく分けると２つに分類されます。 
【飛散性アスベスト】　　鉄骨造建築物の柱・梁の耐火被覆、機械室等の吸音・断熱材として使用。 
【非飛散性アスベスト】　外壁や屋根に使用された石綿スレートなどで、通常の使用状態であれば飛散す

る可能性は低いといわれています。 
 
 
●提出先・問合せ　多治見労働基準監督署　0572-22-6381 
 
 
　最近、アスベストで不安をあおり、リフォームを促すような訪問販売が増加しているようです。不審に
感じたら消費者生活センターもしくは各相談窓口にご相談ください。 
●岐阜県消費生活センター　連絡先1058-265-0999　 
●消費生活相談窓口　東濃地域振興局振興課　連絡先10572-23-1111　内線227 
●建築物に関する相談窓口 

◎市の相談窓口　環　境　課　1内線490 
都市計画課　1内線247

●周辺環境、廃棄物に関する相談窓口 

●健康に関する相談窓口 

相談窓口 
県庁建築指導課 
東濃建築事務所 

連　絡　先 
058-272-1111（内線3785） 
0572-23-1111（内線332、333） 

相談窓口 
県庁健康政策課 
東濃地域保健所 

連　絡　先 
058-272-1111（内線2518） 
0572-23-1111（内線362） 

相談窓口 
県庁大気環境室 

 
県庁廃棄物対策室 

東濃地域振興局環境課 

連　絡　先 
058-272-1111（内線2692、2693） 
 
058-272-1111（内線2714、2715） 
0572-23-1111（内線213） 

相談対象 
石綿製品製造事業場、解体作業現場からの石綿
飛散に関すること。…① 
廃棄物の運搬、処分及び処理業者に関すること。…② 
上記①及び② 

瑞浪市役所　1 68-21115



９
月
７
日

本
会
議
（
諸
般
の
報
告
、
議

案
上
程
、
説
明
）

９
月
15
日

本
会
議
（
一
般
質
問
）

９
月
16
日

本
会
議
（
一
般
質
問
、
議
案

質
疑
、
委
員
会
付
託
）

９
月
20
日

総
務
文
教
委
員
会

９
月
21
日

市
民
福
祉
委
員
会
、

９
月
22
日

経
済
建
設
委
員
会

９
月
29
日

本
会
議
（
委
員
長
報
告
、
討

論
、
採
決
、
閉
会
）

●
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
交
通
事

故
の
和
解
及
び
こ
れ
に
伴
う
損
害
賠
償

の
額
の
決
定
に
つ
い
て
）
３
件

●
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
損
害
賠

償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
）

●
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
平
成
17

年
度
瑞
浪
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
〔
第
２
号
〕）

●
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
平
成
17

年
度
瑞
浪
市
一
般
会
計
補
正
予
算
〔
第

１
号
〕）

●
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ

き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

【
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
引
き
続
き

岩
島
康
文
氏
（
一
色
町
）
を
候
補
者
と

し
て
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
意
見
を

求
め
る
も
の
】

【
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
引
き
続
き

稲
葉
宏
子
氏
（
稲
津
町
）
を
候
補
者
と

し
て
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
意
見
を

求
め
る
も
の
】

【
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
引
き
続
き

小
木
曽
と
み
子
氏
（
陶
町
）
を
候
補
者

と
し
て
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
意
見

を
求
め
る
も
の
】

●
瑞
浪
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

【
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
伊
藤
加
代
子

氏
（
陶
町
）
を
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い

て
の
同
意
】

●
瑞
浪
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

【
市
税
前
納
報
奨
金
の
廃
止
に
伴
う
所
要

の
改
正
】

●
瑞
浪
市
公
の
施
設
の
管
理
の
委
託
に
関

す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

【
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
伴
う
条
例
の

廃
止
】

●
瑞
浪
市
自
然
ふ
れ
あ
い
館
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
伴
う
所
要
の

改
正
】

●
瑞
浪
市
文
化
会
館
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
管
理
委
託
制
度
廃
止
に
伴
う
所
要
の
改

正
】

●
瑞
浪
市
陶
文
化
プ
ラ
ザ
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
伴
う
所
要
の

改
正
】

●
瑞
浪
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

【
水
防
法
及
び
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に

お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
所
要

の
改
正
】

●
瑞
浪
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
火
災
に
関
す
る
警
報
の
発
令
中
に
一
定

の
条
件
の
も
と
喫
煙
を
制
限
し
、
出
火

防
止
を
図
る
た
め
の
所
要
の
改
正
】

●
瑞
浪
市
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
伴
う
所
要
の

改
正
】

●
瑞
浪
市
市
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
伴
う
所
要
の

改
正
】

●
瑞
浪
市
老
人
憩
い
の
家
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
伴
う
所
要
の

改
正
】

●
瑞
浪
市
老
人
福
祉
作
業
所
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
指
定
管
理
者
制
度
導
入
等
に
伴
う
条
例

の
制
定
】

●
瑞
浪
市
在
宅
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

【
指
定
管
理
者
制
度
導
入
等
に
伴
う
条
例

の
制
定
】

●
瑞
浪
市
斎
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
伴
う
所
要
の

改
正
】

●
瑞
浪
市
地
域
宅
老
所
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
指
定
管
理
者
制
度
導
入
等
に
伴
う
条
例

の
制
定
】

●
瑞
浪
市
養
護
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
伴
う
所
要
の

会
期
日
程

条
例
案
件

報
告
案
件

人
事
案
件

　
平
成
17
年
第
３
回
市
議
会
定
例
会
が
、
９
月
７
日
か
ら
９
月
29
日
ま
で

の
23
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
提
出
さ
れ
た
報
告
案
件
６
件
と
、
人
事
案
件
４
件
、
条
例
案
件
22
件
、

予
算
案
件
５
件
、
認
定
案
件
１
件
、
そ
の
他
の
案
件
７
件
、
議
員
発
議
１

件
、
の
計
46
件
が
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
す
べ
き
も
の
と

さ
れ
ま
し
た
。 
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改
正
】

●
瑞
浪
市
心
身
障
害
者
小
規
模
授
産
所
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

【
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
伴
う
所
要
の

改
正
】

●
瑞
浪
市
身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

【
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
伴
う
所
要
の

改
正
】

●
瑞
浪
市
児
童
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
伴
う
所
要
の

改
正
】

●
瑞
浪
共
同
福
祉
施
設
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
伴
う
所
要
の

改
正
】

●
瑞
浪
市
駐
車
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
瑞
浪
市
駅
前
広
場
駐
車
場
廃
止
に
伴
う

所
要
の
改
正
】

●
瑞
浪
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
都
市
公
園
法
の
改
正
に
伴
う
所
要
の
改
正
】

●
瑞
浪
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
瑞
浪
市
上
水
道
第
５
次
拡
張
事
業
変
更

認
可
に
伴
う
分
担
金
の
改
正
】

●
平
成
17
年
度
瑞
浪
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

【
歳
入
歳
出
予
算
を
四
億
九
千
百
五
十
万

円
を
追
加
し
、
総
額
百
五
十
億
七
千
六

百
五
十
万
円
と
す
る
も
の
】

●
平
成
17
年
度
瑞
浪
市
老
人
保
健
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

【
歳
入
歳
出
予
算
を
一
千
七
百
七
十
万
七

千
円
を
追
加
し
、
総
額
三
十
九
億
十
万

円
と
す
る
も
の
】

●
平
成
17
年
度
瑞
浪
市
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

【
歳
入
歳
出
予
算
を
三
百
六
十
万
円
を
追

加
し
、
総
額
十
九
億
八
千
九
百
十
万
円

と
す
る
も
の
】

●
平
成
17
年
度
瑞
浪
市
駐
車
場
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

【
歳
入
歳
出
予
算
を
百
七
十
万
円
を
追
加

し
、
総
額
二
千
三
百
三
十
万
円
と
す
る

も
の
】

●
平
成
17
年
度
瑞
浪
市
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

【
歳
入
歳
出
予
算
を
一
千
十
万
円
を
追
加

し
、
総
額
十
五
億
六
千
二
百
万
円
と
す

る
も
の
】

●
岐
阜
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

【
市
町
村
合
併
に
よ
る
組
合
・
町
の
脱
退

及
び
一
部
事
務
組
合
の
名
称
変
更
】

●
瑞
浪
市
と
笠
原
町
と
の
間
の
証
明
書
等

の
交
付
等
に
係
る
事
務
の
委
託
の
廃
止

に
つ
い
て

【
多
治
見
市
の
廃
置
分
合
に
伴
い
証
明
書

交
付
事
務
委
託
を
廃
止
す
る
も
の
】

●
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

【
瑞
浪
市
立
あ
け
よ
温
泉
白
寿
荘
の
指
定

管
理
者
を
社
会
福
祉
法
人
千
寿
会
に
指

定
す
る
も
の
】

●
東
濃
農
業
共
済
事
務
組
合
規
約
の
変
更

に
つ
い
て

【
多
治
見
市
の
廃
置
分
合
等
に
伴
う
所
要

の
改
正
】

●
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

【
道
路
法
の
規
定
に
よ
り
萩
原
・
大
久
手

線
他
２
路
線
を
廃
止
す
る
も
の
】

●
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

【
道
路
法
の
規
定
に
よ
り
町
屋
・
広
瀬
線

他
２
路
線
を
認
定
す
る
も
の
】

●
建
設
工
事
の
委
託
に
関
す
る
協
定
の
締

結
に
つ
い
て

【
瑞
浪
市
浄
化
セ
ン
タ
ー
設
備
改
築
更
新

工
事
、
協
定
（
契
約
）
金
額
二
億
三
千

万
円
】

●
平
成
16
年
度
瑞
浪
市
水
道
事
業
会
計
決

算
の
認
定

●
道
路
特
定
財
源
制
度
の
堅
持
に
関
す
る

意
見
書
に
つ
い
て

予
算
案
件

そ
の
他
案
件

認
定
案
件

議
員
発
議

処
方
さ
れ
た
薬
や
市
販
薬
を
安
全
に

か
つ
、
効
果
的
に
使
用
す
る
た
め
に
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
古
く
な
っ
た
処
方
薬
は
要
注
意

②
薬
の
保
管
は
日
光
・
高
温
・
湿
気
は

さ
け
る

③
食
前
・
食
後
・
食
間
の
服
用
を
守
る

④
薬
は
水
と
一
緒
に
飲
む

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
使
う
と
き
は
、
点
火
・

着
火
を
必
ず
目
で
確
か
め
、
青
い
火
で

使
い
、
換
気
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

火
災
の
と
き
は

容
器
バ
ル
ブ
を
閉

め
、
消
防
署
員
に
容
器
の
位
置
を
知
ら

せ
、
後
の
措
置
を
頼
ん
で
く
だ
さ
い
。

地
震
の
と
き
は

器
具
せ
ん
・
元
栓

を
閉
め
、
火
を
全
部
消
し
、
容
器
バ
ル

ブ
も
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

◎
岐
阜
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
瑞
浪
支
部

10
月
17
日
〜
23
日
は

「
薬
と
健
康
の
週
間
」で
す

10
月
17
日
〜
23
日
は

「
薬
と
健
康
の
週
間
」で
す

10
月
17
日
〜
23
日
は

「
薬
と
健
康
の
週
間
」で
す

10
月
17
日
〜
23
日
は

「
薬
と
健
康
の
週
間
」で
す

10
月
17
日
〜
23
日
は

「
薬
と
健
康
の
週
間
」で
す

10
月
17
日
〜
23
日
は

「
薬
と
健
康
の
週
間
」で
す

10
月
17
日
〜
23
日
は

「
薬
と
健
康
の
週
間
」で
す

10
月
17
日
〜
23
日
は

「
薬
と
健
康
の
週
間
」で
す

10
月
17
日
〜
23
日
は

「
薬
と
健
康
の
週
間
」で
す

10
月
17
日
〜
23
日
は

「
薬
と
健
康
の
週
間
」で
す

10
月
17
日
〜
23
日
は

「
薬
と
健
康
の
週
間
」で
す

10
月
17
日
〜
23
日
は

「
薬
と
健
康
の
週
間
」で
す

10
月
17
日
〜
23
日
は

「
薬
と
健
康
の
週
間
」で
す

10
月
17
日
〜
23
日
は

「
薬
と
健
康
の
週
間
」で
す

10
月
17
日
〜
23
日
は

「
薬
と
健
康
の
週
間
」で
す

10
月
17
日
〜
23
日
は

「
薬
と
健
康
の
週
間
」で
す

10
月
17
日
〜
23
日
は

「
薬
と
健
康
の
週
間
」で
す

瑞浪市役所　1 68-21117

10
月
23
日
〜
29
日
は

「
高
圧
ガ
ス
保
安
活
動

促
進
週
間
」で
す

10
月
23
日
〜
29
日
は

「
高
圧
ガ
ス
保
安
活
動

促
進
週
間
」で
す

10
月
23
日
〜
29
日
は

「
高
圧
ガ
ス
保
安
活
動

促
進
週
間
」で
す

10
月
23
日
〜
29
日
は

「
高
圧
ガ
ス
保
安
活
動

促
進
週
間
」で
す

10
月
23
日
〜
29
日
は

「
高
圧
ガ
ス
保
安
活
動

促
進
週
間
」で
す

10
月
23
日
〜
29
日
は

「
高
圧
ガ
ス
保
安
活
動

促
進
週
間
」で
す

10
月
23
日
〜
29
日
は

「
高
圧
ガ
ス
保
安
活
動

促
進
週
間
」で
す

10
月
23
日
〜
29
日
は

「
高
圧
ガ
ス
保
安
活
動

促
進
週
間
」で
す

10
月
23
日
〜
29
日
は

「
高
圧
ガ
ス
保
安
活
動

促
進
週
間
」で
す

10
月
23
日
〜
29
日
は

「
高
圧
ガ
ス
保
安
活
動

促
進
週
間
」で
す

10
月
23
日
〜
29
日
は

「
高
圧
ガ
ス
保
安
活
動

促
進
週
間
」で
す

10
月
23
日
〜
29
日
は

「
高
圧
ガ
ス
保
安
活
動

促
進
週
間
」で
す

10
月
23
日
〜
29
日
は

「
高
圧
ガ
ス
保
安
活
動

促
進
週
間
」で
す

10
月
23
日
〜
29
日
は

「
高
圧
ガ
ス
保
安
活
動

促
進
週
間
」で
す

10
月
23
日
〜
29
日
は

「
高
圧
ガ
ス
保
安
活
動

促
進
週
間
」で
す

10
月
23
日
〜
29
日
は

「
高
圧
ガ
ス
保
安
活
動

促
進
週
間
」で
す

10
月
23
日
〜
29
日
は

「
高
圧
ガ
ス
保
安
活
動

促
進
週
間
」で
す

〜
気
を
つ
け
よ
う
！

な
れ
と
油
断
と
思
い
込
み
〜



生涯学習施設　生涯学習施設　11月の休館日月の休館日 生涯学習施設　11月の休館日 

今
学
校
で
は
 

今
学
校
で
は
 

今
学
校
で
は
 

教育委員長 
小栗幸江さん 

教育委員 
伊藤加代子さん 

「
郷
土
の
絵
師
　 

　
　
　 

小
木
曽
文
洲
展
」 

旧
大
湫
小
学
校
開
放
の
お
知
ら
せ 

市
之
瀬
廣
太
記
念
美
術
館
特
別
展 

４日、７日、14日、21日、24日、28日 
４日、７日、14日、21日、24～25日、28日 
１日、４日、８日、15日、22日、24日、29日 
 
 
４日、７日、14日、21日、24日、28日 
 
 
４日、７日、14日、21日、24日、28日 
３日、10日、17日、24日 

総合文化センター 
市 民 図 書 館  
市 民 体 育 館  
化 石 博 物 館  
陶 磁 資 料 館  
市之瀬記念美術館 
地 球 回 廊  
自然ふれあい館  
サイエンスワールド 
文 化 会 館  

【
内
容
】 

　
日
吉
町
の
細
久
手
宿
出
身
で
尾
張

藩
御
用
絵
師
で
あ
っ
た
「
文
洲
」
と
、

同
門
の
「
原
洲
」（
大
湫
）、
弟
子
で
あ
っ

た
「
月
洞
」（
稲
津
）「
月
耕
」（
山
田
）

等
の
屏
風
や
軸
を
展
示
し
、
瑞
浪
市

の
絵
画
の
黎
明
期
を
概
観
、
郷
土
の

偉
人
を
顕
彰
し
、
次
世
代
に
引
き
継

ぐ
た
め
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。 

○
期
　
間
　
11
月
２
日（
水
）〜 

　
　
　
　
　
　
　
12
月
４
日（
日
） 

○
会
　
場
　
市
之
瀬
廣
太
記
念
美
術
館 

○
入
館
料
　
一
　
般
　
　
　
200
円 

　
　
　
　
　
小
・
中
学
生
　
100
円 

※
お
得
な
４
館
割
引
入
館
券
、
団
体

割
引（
20
人
以
上
）も
あ
り
ま
す
。 

【
お
願
い
】 

　
文
洲
等
に
関
す
る
資
料
を
お
持
ち

の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

【
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
】 

　
会
期
中
、
展
示
室
の
管
理
と
簡
単

な
解
説
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
希
望
さ
れ
る
方
は
美
術
館
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

◎
問
合
せ 

　
市
之
瀬
廣
太
記
念
美
術
館 

　
　
　
　
　
　
1
６
８
‐
９
４
０
０ 

　
10
月
３
日
に
開
催
さ
れ
た
第
９
回

教
育
委
員
会
定
例
会
で
、
昨
年
10
月

か
ら
教
育
委
員
長
と
し
て
ご
活
躍
さ

れ
た
中
島
基
行
さ
ん
の
任
期
満
了
に

伴
い
後
任
の
選
出
が
行
わ
れ
、
小
栗

幸
江
さ
ん（
日
吉
町
）が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
長
の
任
期
は
１
年
で
、

教
育
委
員
会
を
代
表
し
、
教
育
委
員

会
の
会
議
を
主
宰
し
ま
す
。 

　
な
お
、
定
例
会
に
先
立
ち
、
新
し

い
教
育
委
員
の
伊
藤
加
代
子
さ
ん（
陶

町
）に
、
　
嶋
市
長
か
ら
辞
令
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。
教
育
委
員
の
任
期
は

４
年
で
、
教
育
委
員
会
の
規
則
の
制

定
や
、
学
校
教
育
・
生
涯
学
習
の
方

針
の
決
定
の
ほ
か
、
教
育
予
算
等
の

重
要
事
項
を
審
議
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
平
成
13
年
か
ら
教
育
委
員

と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
い
た
工
藤
誠

さ
ん（
稲
津
町
）も
任
期
満
了
に
伴
い

９
月
30
日
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ 

教
育
委
員
長  

小
栗
幸
江 

　
瑞
浪
市
に
市
政
が
施
行
さ
れ
半
世

紀
が
経
過
し
、
新
た
な
出
発
を
は
じ

め
た
年
に
教
育
委
員
長
の
大
役
を
仰

せ
つ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
責
任
の
重

大
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
の
瑞
浪
市
を
考
え
る
と
き
、

教
育
の
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
ま
す
ま
す
進
む
高
齢
化
社
会

に
対
応
し
た
生
涯
学
習
を
と
お
し
て
、

市
民
憲
章
を
具
現
化
す
る
「
人
づ
く
り
・

家
庭
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
・
ま
ち

づ
く
り
」
が
瑞
浪
市
の
教
育
の
主
要

課
題
で
あ
り
、
学
校
・
家
庭
・
社
会

が
連
携
を
密
に
し
、
「
人
間
教
育
」

に
主
眼
を
置
く
教
育
行
政
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
教
育
行
政
を
推
進
す
る
た
め
、
教

育
委
員
会
の
職
務
を
誠
実
に
遂
行
し

て
行
く
こ
と
が
委
員
長
と
し
て
の
役

割
で
あ
り
責
務
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
指
導
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
平
成
17
年
３
月
31
日
に
閉
校
し
ま

し
た
旧
大
湫
小
学
校
を
、
大
湫
町
文

化
祭
に
合
わ
せ
て
開
放
し
ま
す
。 

　
同
校
は
、
昭
和
31
年
に
建
築
さ
れ

た
木
造
校
舎
で
、
木
造
な
ら
で
は
の

あ
た
た
か
さ
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ

け
る
と
思
い
ま
す
。 

○
開
放
日
　
10
月
23
日（
日
） 

　
　
　
　
　
　
　
10
時
〜
17
時
ま
で 

　
同
日
、
大
湫
公
民
館
に
て
、
小
野

田
寛
郎
さ
ん
の
講
演
会
が
あ
り
ま
す
。 

◎
問
合
せ
　
大
湫
公
民
館 

　
　
　
　
　
　   

1
６
３
‐
２
３
６
０ 

教
育
委
員
に 

伊
藤
加
代
子
さ
ん 
教
育
委
員
長
に 

小
栗
　
幸
江
さ
ん 

は ぐ く み は ぐ く み は ぐ く み 教育委員会 
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生涯学習施設　11月の休館日 

H17

生
涯
学
習
モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ 

今
学
校
学
校
で
は
 

今
学
校
学
校
で
は
 

今
学
校
学
校
で
は
 

今
学
校
で
は
 

職
場
の
体
験 

釜
戸
中
学
校
 

大
川
御
囃
子
保
存
会（
陶
町
）
代
表
　
渡
辺
　
春
夫
 

百
三
十
年
余
の
伝
統
を
守
る
 

▲保育園での保育士体験 

▲釣り堀で清掃体験 

お
は
や
し 

お
お
か
わ
ぎ
お
ん
ば
や
し 

こ
ま
い
ぬ 

　
私
た
ち
の
保
存
会
は
現
在
20
名
の
会

員
が
お
り
、
年
齢
層
も
20
代
か
ら
60
代

ま
で
と
幅
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
わ

せ
た
活
動
し
て
お
り
ま
す
。 

　
活
動
の
中
心
は
年
２
回
の
祭
り
で
日

頃
練
習
を
重
ね
た
太
鼓
と
笛
を
披
露
す

る
こ
と
で
す
。 

　
７
月
の
夏
祭
り（
祇
園
）に
は
小
学
生

の
子
供
達
と
一
緒
に
「
大
川
祇
園
囃
子
」

を
演
奏
し
ま
す
。
祭
り
で
使
用
す
る
横

笛
は
会
員
が
手
作
り
し
て
子
供
達
に
支

給
し
、
口
伝
え
、
指
伝
え
で
指
導
し
て

い
ま
す
。 

　
10
月
の
秋
祭
り
に
は
、
太
鼓
の
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
「
狛
犬
太
鼓
」
を
披
露
し

ま
す
。
こ
れ
は
１
９
９
０
年
に
世
界
一

の
狛
犬
が
完
成
し
た
時
に
創
ら
れ
た
曲

で
す
。 

　
こ
の
２
つ
の
祭
り
を
通
し
て
、
大
川

に
伝
わ
る
古
典
芸
能
を
保
存
・
継
承
す

る
こ
と
が
我
々
の
使
命
で
あ
り
ま
す
。 

　
保
存
会
の
結
成
は
今
か
ら
32
年
前
の

こ
と
で
す
。
そ
れ
ま
で
お
囃
子
を
担
当

し
て
い
た
青
年
団
が
解
散
し
、
代
わ
っ

て
保
存
会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
更
に

５
年
後
に
は
小
学
生
を
対
象
に
お
囃
子

を
教
え
る
よ
う
に
な
り
今
日
に
至
っ
て

い
ま
す
。 

　
こ
の
頃
は
子
供
の
人
数
も
少
な
く
な

り
寂
し
い
思
い
で
す
が
一
人
で
も
多
く

の
子
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。 

　
子
供
の
頃
に
横
笛
を
習
っ
た
方
々
に

は
、
ぜ
ひ
私
た
ち
と
一
緒
に
大
川
の
お

祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。 

ま
た
、
和
太
鼓
に
興
味
の
あ
る
方
は
共

に
「
狛
犬
太
鼓
」
を
た
た
こ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
私
た
ち
は
下
手
で
す
が

一
生
懸
命
教
え
ま
す
。
少
し
で
も
空
い

た
時
間
が
あ
れ
ば
、
大
川
公
民
館
で
一

緒
に
遊
び
ま
せ
ん
か
。 

　
中
学
校
を
卒
業
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど

の
生
徒
は
高
等
学
校
や
専
門
学
校
に
進

み
ま
す
。
そ
こ
で
中
学
校
で
は
、
そ
の

手
助
け
と
な
る
よ
う
、
進
路
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。
進
路
指
導
は
、
上
級
学
校

へ
の
「
行
き
方
」
指
導
も
行
っ
て
い
ま

す
が
、
自
分
の
将
来
を
ど
の
よ
う
に
生

き
抜
い
て
い
く
か
と
い
う
「
生
き
方
」

指
導
が
そ
の
中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
具
体
例
を
挙
げ
る
と
、
二
年
生
で
は
、

「
職
場
体
験
」
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

生
徒
は
、
将
来
の
夢
に
関
連
し
た
事
業

所
や
職
場
を
選
び
、
自
分
で
体
験
学
習

の
依
頼
を
し
ま
す
。 

　
体
験
の
承
諾
が
得
ら
れ
た
ら
、
事
業

所
と
必
要
な
手
続
き
や
持
ち
物
、
体
験

で
き
る
内
容
等
に
つ
い
て
事
前
の
詳
し

い
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
す
。
電
話
で

の
交
渉
、
体
験
内
容
等
す
べ
て
が
初
め

て
の
体
験
で
、
生
徒
は
緊
張
の
連
続
で

す
。
し
か
し
、
こ
の
体
験
が
「
働
く
こ

と
の
目
的
や
意
義
」
を
確
か
な
も
の
に

し
、
正
し
い
職
業
観
を
身
に
つ
け
る
こ

と
に
役
立
っ
て
い
き
ま
す
。 

　
体
験
後
の
生
徒
の
感
想
で
す
。 

　
『
保
育
士
の
仕
事
は
苦
労
が
多
く
大

変
で
す
が
子
ど
も
の
ト
ラ
ブ
ル
や
迷
い

を
魔
法
の
よ
う
に
解
決
し
ま
す
。
ど
の

子
に
も
優
し
く
平
等
に
接
し
ま
す
。
そ

ん
な
保
育
士
に
ま
す
ま
す
な
り
た
い
と

決
心
し
ま
し
た
。
』 

瑞浪市役所　1 68-21119



みんなの広場みんなの広場

日
本
の
化
石
シ
リ
ー
ズ
⑩「
中
国
地
方
の
化
石
」 

今月のミニ展ご案内 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

図書館だより 
◎問合せ　市民図書館 168-5529

図
書
館
教
室 

整
理
休
館
日 

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り 

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り 

お
月
さ
ま
も
お
楽
し
み

お
月
さ
ま
も
お
楽
し
み 

お
月
さ
ま
も
お
楽
し
み

お
月
さ
ま
も
お
楽
し
み 

お
月
さ
ま
も
お
楽
し
み 

餅
花
作
り 

餅
花
作
り 

秋
の「
読
書
週
間
」 

秋
の「
読
書
週
間
」 

秋
の「
読
書
週
間
」 

セラミックアート展 
～豊かなやきものの町づくり～ 

11月1日（火）～11月30日（水） 
　私たちセラミックアート協会は、市内在住の企業デザイナーや染
色家、また写真や絵画、書道の分野で活動しているメンバーが集ま
り、1994年に結成しました。 
　瑞浪市の地場産業である陶磁器を素材とし、従来の既成概念にと
らわれずに、視点の異なるユニークな発想を大切にした創作活動を
行っています。毎回テーマを決め窯業技術研究所の技術的協力を得
ながら製作し、年１回の展示会を開催しています。私たちの創作活
動が豊かなやきものの町づくりにつながればと思っています。 
今回は「自由」をテーマにして製作しました。ぜひご覧ください。 

　
館
内
整
理
の
た
め
の
左
記
の
と
お
り
休
館
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。 

休
館
日
　
10
月
25
日（
火
）か
ら 

　
　
　
　
　
　
27
日（
木
）ま
で 

　
里
山
も
色
づ
く
季
節
に
な
り
ま
す
。
木
の
実
や
落

ち
葉
を
集
め
、
野
外
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
利
用

し
て
自
然
の
中
で
リ
ー
ス
づ
く
り
は
い
か
が
で
す
か
。 

・
日
　
時
　
11
月
26
日（
土
） 

　
　
　
　
　
　
　
13
時
30
分
〜 

・
場
　
所
　
図
書
館
前
芝
生
広
場 

・
講
　
師
　
桜
戸
美
由
紀  

氏 

・
材
料
代
　
700
円 

・
定
　
員
　
30
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
） 

　
ち
ょ
っ
と
気
が
早
い
よ
う
で
す
が
安
価
で
新
し
い

年
を
迎
え
る
準
備
は
い
か
が
で
す
か
。 

　
赤
白
緑
の
餅
で
手
作
り
の
餅
花
飾
り
に
挑
戦
し
て

み
ま
せ
ん
か
。 

・
日
　
時
　
12
月
３
日（
土
）
　
13
時
30
分
〜 

・
場
　
所
　
市
民
図
書
館 

・
材
料
代
　
300
円 

・
定
　
員
　
30
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
） 

　
９
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
「
と
し
ょ
か
ん
ホ
ー
ム

コ
ン
サ
ー
ト
」
は
中
秋
の
名
月
の
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
。

ス
ス
キ
と
満
月
と
秋
の
風
の
な
か
、
ひ
と
り
語
り
「
宮

澤
賢
治
の
夜
」
と
題
し
て
行
わ
れ
250
人
の
観
客
は
秋

の
一
夜
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
「
読
書
週
間
」
は
、
読
書
の
楽
し

さ
を
得
る
こ
と
で
、
す
べ
て
の
世
代

の
人
た
ち
に
本
に
親
し
む
き
っ
か
け

を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
考
え
に
基
づ
い

た
運
動
で
す
。
こ
の
機
会
に
図
書
館
で
一
冊
の
本
を

手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

・
期
　
間
　
10
月
27
日
〜
11
月
９
日 

・
標
　
語
　
「
本
を
読
ん
で
る
　
君
が
す
き
」 

10平成17年10月15日



見てね！ 見てね！ 

みんなの広場みんなの広場みんなの広場

天
皇
に
献
上
す
る
ア
ワ
を
収
穫 

中
国
人
慰
霊
祭
で
平
和
を
誓
う 

日
本
日
本
の
化
石
化
石
シ
リ
ー
リ
ー
ズ
⑩「
中
国
地
方

「
中
国
地
方
の
化
石
」

化
石
」 

日
本
の
化
石
シ
リ
ー
ズ
⑩「
中
国
地
方
の
化
石
」 

化
石
博
物
館
第
64
回
特
別
展
開
催
中 

シダ植物の化石 

　
９
月
18
日
、
明
世
町
の
化
石
山
に
あ
る
「
日
中
不
再

戦
の
誓
い
」
碑
前
で
、
「
第
39
回
中
国
人
殉
難
者
慰
霊

祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
慰
霊
祭
は
、
戦
時
中
に
地
下
軍
需
工
場
建
設
で
、

強
制
労
働
に
従
事
し
て
亡
く
な
っ
た
中
国
人
39
人
を
供

養
す
る
た
め
に
、
中
国
殉
難
者
瑞
浪
市
供
養
会（
加
藤

武
志
会
長
）の
主
催
で
執
り
行
わ
れ
、
関
係
者
ら
約
100

人
が
参
列
し
ま
し
た
。 

　
慰
霊
祭
で
　
嶋
市
長
は
「
今
日
の
平
和
は
尊
い
犠
牲

の
上
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
戦
争
の
悲
惨
さ
を
風
化
す

る
こ
と
な
く
、
日
中
の
不
再
戦
を
誓
い
御
霊
の
安
ら
か

な
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。 

　
参
列
者
の
中
国
大
使
館
孫
美
嬌（
そ
ん
び
き
ょ
う
）参

事
官
は
「
青
少
年
に
も
戦
争
の
悲
惨
さ
を
伝
え
、
二
度

と
戦
争
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
碑
前
で
日
中

不
再
戦
を
誓
い
ま
し
た
。 

善
意 

暖
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

▽（
有
）東
濃
マ
シ
ン
ツ
ー
ル 

　
　
　
代
表
取
締
役
社
長
　
渡
邉
靖
治
　
様 

　
　
　
　
　
　
二
万
二
千
二
百
一
円
　
社
会
福
祉
事
業
に 

　
９
月
13
日
、
稲
津
町
の
小
栗
敏
見
さ
ん
所
有
の
畑
で

「
献
上
粟
収
穫
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
収
穫
さ
れ
た
ア
ワ
は
、
皇
居
で
執
り
行
わ
れ
る

「
新
嘗
祭（
に
い
な
め
さ
い
）」
に
献
上
さ
れ
、
10
月
25

日
に
は
、
小
栗
さ
ん
夫
妻
が
収
穫
し
た
ア
ワ
５
合
を
桐

の
箱
に
入
れ
て
上
京
し
ま
す
。 

　
新
嘗
祭
と
は
、
古
く
か
ら
天
皇
が
そ
の
年
に
収
穫
さ

れ
た
農
作
物
の
恵
み
に
感
謝
し
、
自
ら
も
食
す
儀
式
で
、

現
在
は
戦
前
の
新
嘗
祭
の
日
、
11
月
23
日
が
勤
労
感
謝

の
日
と
し
て
国
民
の
祝
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
収
穫
祭
で
は
、
神
職
が
お
は
ら
い
し
た
後
、
小
栗
さ

ん
ら
が
一
本
一
本
丁
寧
に
ア
ワ
を
収
穫
し
ま
し
た
。 

　
粟
を
栽
培
す
る
の
が
初
め
て
と
い
う
小
栗
さ
ん
は
「
台

風
14
号
の
時
に
は
、
ア
ワ
が
風
で
倒
れ
な
い
よ
う
に
、

神
社
に
お
守
り
を
買
い
に
い
き
ま
し
た
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
お
り
べ
チ
ャ
ン
ネ
ル（
６
Ｃ
Ｈ
） 

10
月
15
日（
土
）〜
21
日（
金
）９
時
・
12
時
・
21
時 

Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
ｌ
ｙ 

お
り
べ「
み
ず
な
み
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
」 

　
10
月
22
・
23
日
に
開
催
さ
れ
る
「
環
境
フ
ェ
ア
ー
」
の

お
知
ら
せ
が
放
映
さ
れ
ま
す
。 

10
月
25
日（
火
）　
18
時
10
分
〜
18
時
30
分 

「
あ
な
た
の
街
か
ら
　
瑞
浪
市
」　
岐
阜
放
送 

「
い
つ
も
近
く
に
あ
る
、
わ
た
し
の
本
棚
」 

瑞
浪
市
民
図
書
館
の
活
動
内
容
を
テ
レ
ビ
放
映
し
ま
す
。 

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

　
化
石
博
物
館
で
は
、
中
国

地
方
か
ら
見
つ
か
る
代
表
的

な
化
石
を
紹
介
す
る
特
別
展

を
開
催
し
ま
す
。 

　
中
生
代
か
ら
新
生
代（
約

２
億
５
千
万
年
〜
６
千
年
前
）

の
植
物
・
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
・

貝
・
昆
虫
・
魚
な
ど
の
化
石

を
展
示
し
ま
す
。 

・
期
　
間
　
12
月
４
日（
日
）ま
で 

・
入
館
料
　
一
般
200
円
　
小
中
学
生
100
円 

※
期
間
中
の
土
曜
日
は
、
小
中
学
生
は
無
料
で
す
。 

・
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
、11
月
４
日（
金
）、24
日（
木
） 

◎
問
合
せ
　
化
石
博
物
館
　
1
６
８
‐
７
７
１
０ 

瑞浪市役所　1 68-211111



みんなの広場みんなの広場みんなの広場

還
暦
野
球
で
全
国
大
会
出
場 

県
福
祉
フ
ェ
ア
で
知
事
賞
な
ど
受
賞 
「
二
十
二
夜
待
ち
」大
湫
町
で
琵
琶
響
く 

第
32
回
　
瑞
浪
市
発
明
く
ふ
う
展 

来
年
の
干
支
を
作
ろ
う「
戌  

イ
ヌ
」 

　
９
月
26
日
、
岐
阜
市
で
行
わ
れ
た
「
県
障
害
者
ふ
れ

あ
い
福
祉
フ
ェ
ア
」
の
障
害
者
作
品
展
で
知
事
賞
を
受

賞
し
た
加
藤
弘
敏
さ
ん（
学
園
台
）と
、
障
害
者
福
祉
・

知
的
障
害
者
支
援
協
会
長
賞
を
受
賞
し
た
宮
崎
直
美
さ

ん（
陶
町
）が
市
役
所
を
訪
れ
、
　
嶋
市
長
に
喜
び
の
報

告
を
し
ま
し
た
。 

　
加
藤
さ
ん
は
７
、
８
年
前
か
ら
始
め
た
と
い
う
陶
芸

で
花
器
を
、
宮
崎
さ
ん
は
桜
が
好
き
で
桜
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
押
し
花
を
そ
れ
ぞ
れ
出
展
し
、
約
１
４
０
０
点
も

の
作
品
の
中
か
ら
こ
れ
ら
の
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。 

　
加
藤
さ
ん
は
「
予
想
外
で
大
変
う
れ
し
か
っ
た
」
宮

崎
さ
ん
は
「
受
賞
後
に
恩
師
か
ら
祝
福
の
電
話
が
あ
り
、

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
」
と
喜
び
を
語
る
と
、
　
嶋
市

長
は
「
立
派
な
賞
を
受
賞
さ
れ
て
大
変
す
ば
ら
し
い
。

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
祝
福
し
ま
し

た
。 

　
９
月
26
日
、
10
月
２
日
か
ら
兵
庫
県
で
行
わ
れ
た
還

暦
野
球
の
全
国
大
会
「
第
21
回
全
日
本
還
暦
軟
式
野
球

選
手
権
大
会
」
に
出
場
し
た
、
陶
都
ス
タ
ー
ズ
の
代
表

と
そ
の
チ
ー
ム
に
所
属
す
る
瑞
浪
市
在
住
の
３
選
手
が

市
役
所
を
訪
れ
、
　
嶋
市
長
に
大
会
で
の
健
闘
を
誓
い

ま
し
た
。 

　
同
チ
ー
ム
は
、
今
年
に
入
っ
て
東
海
大
会
、
県
大
会

で
優
勝
、
県
リ
ー
グ
戦
で
も
現
在
１
位
の
強
豪
で
、
選

手
の
吉
田
稔
男
さ
ん（
稲
津
町
）が
「
自
身
７
回
目
の
全

国
大
会
出
場
と
な
り
ま
す
が
、
初
心
に
戻
っ
て
優
勝
を

目
指
し
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
る
と
、
　
嶋
市
長
は
「
皆

さ
ん
の
頑
張
り
が
ほ
か
の
皆
さ
ん
の
励
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。
優
勝
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激

励
し
ま
し
た
。 

　
９
月
25
日
、
大
湫
町
の
宗
昌
寺
で
「
第
３
回
中
秋
の

二
十
二
夜
様
の
夕
べ
」
が
行
わ
れ
、
町
民
ら
約
40
人
が

参
加
し
ま
し
た
。 

　
宗
昌
寺
の
境
内
に
は
女
性
の
願
い
を
叶
え
る
観
音
様

「
如
意
輪
観
音
」
が
２
体
あ
り
、
江
戸
時
代
に
は
、
二

十
二
夜
様
の
月
が
出
る
ま
で
の
間
、
村
の
女
性
た
ち
が

こ
の
観
音
様
の
前
に
集
ま
り
念
仏
を
唱
え
た
後
、
お
菓

子
を
食
べ
て
団
楽
す
る
な
ど
、
女
性
同
士
の
数
少
な
い

娯
楽
、
親
交
の
場
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
日
は
二
十
二
夜
の
遅
い
月
を
待
つ
ま
で
の
間
、

名
古
屋
市
の
琵
琶
演
奏
者
、
井
村
右
水
さ
ん
に
よ
る
琵

琶
の
弾
き
語
り
な
ど
が
行
わ
れ
、
琵
琶
の
音
色
と
巧
妙

な
語
り
口
に
参
加
者
は
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 
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みんなの広場みんなの広場

音
楽
で
国
際
交
流 

お
め
で
と
う
100
歳 

第
32
回
　
瑞
浪
市
発
明
く
ふ
う
展

回
　
瑞
浪
市
発
明
く
ふ
う
展 

第
32
回
　
瑞
浪
市
発
明
く
ふ
う
展 

樽上児童センター 

正村友梨奈ちゃん 
（３歳） 
一色町 

小栗大空ちゃん 
（２歳） 
日吉町 

ゆ　り　な つばさ 

来
年
来
年
の
干
支
を
作
ろ
う

干
支
を
作
ろ
う「
戌
「
戌  

イ
ヌ
」
ヌ
」 

来
年
の
干
支
を
作
ろ
う「
戌  

イ
ヌ
」 

作
陶
講
座 

　
最
優
秀
賞
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
） 

【
作
品
の
部
】 

県
知
事
賞
　
　
「
イ
ラ
イ
ラ
つ
り
ゲ
ー
ム
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
紀
貴
（
稲
津
小
４
年
生
） 

発
明
協
会
県
支
部
長
賞 

　
　
　
　
　
　
「
く
つ
か
わ
く
ん
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
宮
川
　
文
孝
（
瑞
浪
小
３
年
生
） 

市 

長 

賞
　
　
「
お
年
寄
り
グ
ッ
ズ
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
原
田
　
秀
樹
（
稲
津
中
１
年
生
） 

市
議
会
議
長
賞
「
テ
ィ
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
マ
シ
ン
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
　
正
樹
（
瑞
浪
小
４
年
生
） 

岐
阜
県
先
端
科
学
技
術
体
験
セ
ン
タ
ー
館
長
賞 

　
　
　
　
　「
水
産
浮
遊
生
物
と
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
捕
集
器
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
高
村
　
　
仁
（
一
般
　
高
月
町
） 

【
絵
画
の
部
】 

発
明
協
会
県
支
部
長
賞 

　
　
　
　
　
　
「
ぼ
く
が
住
み
た
い
海
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
雅
一
（
陶
小
４
年
生
） 

教
育
長
賞
　
　
「
宇
宙
で
森
を
育
て
る
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
功
治
朗
（
土
岐
小
６
年
生
） 

　
９
月
28
日
、
日
吉
小
学
校
で
「
音
楽
文
化
国
際
交
流

演
奏
会
」
が
行
わ
れ
、
児
童
や
地
元
住
民
約
180
人
が
プ

ロ
の
演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
こ
の
演
奏
会
は
、
能
力
開
花
支
援
事
業
の
一
環
と
し

て
毎
年
県
の
教
育
委
員
会
が
行
っ
て
い
る
事
業
で
、
チ
ェ

コ
出
身
の
ヴ
ィ
エ
ラ
・
エ
レ
ト
ヴ
ァ
さ
ん（
バ
イ
オ
リ

ニ
ス
ト
）と
吉
川
知
香
さ
ん（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）が
同
校
を

訪
れ
、
「
ト
ル
コ
行
進
曲
」
や
「
美
し
き
青
き
ド
ナ
ウ
」

な
ど
10
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。 

　
演
奏
会
で
は
、
音
楽
に
関
す
る
ク
イ
ズ
や
バ
イ
オ
リ

ン
の
説
明
を
交
え
た
り
、
ヴ
ィ
エ
ラ
さ
ん
と
吉
川
さ
ん

の
伴
奏
で
校
歌
を
合
唱
す
る
な
ど
、
児
童
ら
は
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

　
９
月
28
日
、
こ
の
日
100
歳
を
迎
え
た
大
竹
秀
子
さ
ん

（
日
吉
町
）を
　
嶋
市
長
が
訪
問
し
、
長
寿
を
お
祝
い
し

ま
し
た
。 

　
大
竹
さ
ん
は
、
毎
日
近
所
を
散
歩
し
て
い
る
大
変
お

元
気
な
方
で
、
元
気
の
秘
訣
を
聞
く
と
「
何
で
も
食
べ

て
１
日
３
食
し
っ
か
り
食
べ
る
こ
と
で
す
。
で
も
家
族

の
支
え
が
一
番
大
切

で
す
。
と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。 

　
　
嶋
市
長
は
「
本

当
に
お
元
気
で
す
ね
。

大
竹
さ
ん
に
元
気
を

も
ら
い
ま
し
た
。
100

歳
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
花
束
と

お
祝
い
金
を
手
渡
し

ま
し
た
。 

・
日
　
時
　
11
月
６
日（
日
）
　
９
時
〜 

・
講
　
師
　
伊
野
　
重
幸 

氏 

・
受
講
料
　
１
５
０
０
円 

・
定
　
員
　
30
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
） 

・
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
等 

・
締
　
切
　
11
月
４
日（
金
） 

◎
申
込
・
問
合
せ
　
瑞
浪
陶
磁
資
料
館 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
６
７
‐
２
５
０
６ 

瑞浪市役所　1 68-211113



1,000㎡以上の土地開発事業を行う場合は事前に協議を！ 1,000㎡以上の土地開発事業を行う場合は事前に協議を！ 1,000㎡以上の土地開発事業を行う場合は事前に協議を！ 
「瑞浪市土地開発事業及び特殊建築物に関する条例」 

協議が必要な行為とは 

皆様のご協力をお願いします皆様のご協力をお願いします 皆様のご協力をお願いします 

こんな場合は 

こんな場合も 

【山林から宅地へ】 

【
山
林
等
の
開
発
】 

【
農
地
等
の
開
発
】 

【農地から宅地へ】 

　近年、無断開発や産業廃棄物処理に関連したさまざまな問題が発生しています。また、風俗店舗を目的
とする建物（特殊建築物）などの建築による住民トラブルも発生しています。 
　このため、瑞浪市では適切に土地開発事業、特殊建築物の建築を行っていただくために、「瑞浪市土地
開発事業及び特殊建築物に関する条例」を定め、事前に協議をしていただくことにしています。 

①1,000㎡以上の一団の土地について行う形状変更及び区画の変更に関する行為。 
②特殊建築物の建築行為。 
形状変更とは、下記の様な土地の利用目的の変更（山林・農地等から住宅地へなど）、30㎝以上の切土
や盛土を伴う造成及び埋め立てのことです。 

区画の変更とは、道路や水路などの公共施設の新設、廃止や付替えによる土地の区画の変更のことです。 
特殊建築物とは、風俗店舗を目的とする建物のことで、風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する

法律第２条第１項第１号から４号まで及び同条第６項に規定する営業を目的とする建築物のことです。 

お近くで上記に該当するような工事に気付かれた場合はご連絡ください。 

事業者に質問が可能な場合は条例の協議を行った事業であるのかを問い合わせていただ
き、協議を行っていない場合にはご連絡ください。ご協力をお願いします。 

無秩序な開発などを無くし、良好な生活環境の形成及び自然環境の保護、安全で快適な都市環境の形成
のためには、地域住民の方のご協力が必要です。 

◎連絡・問合せ　都市計画課　1内線247
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瑞浪市役所　1 68-211115

・期　日 10月22日（土）・23日（日）９時～16時
・会　場 サイエンスワールド〈入場無料〉
・展示コーナー 各種リサイクル製品の紹介、リサ
イクル分別収集紹介、環境ポスターの展示、土岐
川の生き物紹介、お楽しみクイズなど

・体験コーナー ハイブリッドカーの試乗、ケナフ
の紙すき、ペットフラワー・かさ袋ロケットづく
りなど環境をテーマにした楽しい科学実験や工作

・ステージイベント サイエンスショー
◎問合せ 環境課　1内線490

・日　　時 11月６日（日）10時～16時
・電話番号 058（240）6578
・内　　容 消費者金融、信販会社、商工ローン、
ヤミ金融からの借金に関する問題全般

◎問合せ 岐阜青年司法書士会　10583-84-3961

・日　時 11月３日（木・祝）～６日（日）
10時～17時（最終日は16時まで）

・場　所 セラミックパークMINO
・内　容 陶磁器を中心としたテーブルウェア・イ
ンテリア製品の展示販売、呈茶ショップ、
ORIBEX骨董市、私の茶碗展、作陶体験

◎問合せ セラミックパーク美濃　128-3200

・日　時 10月28日（金）
10時～12時　　　陶公民館
13時30分～16時　ハートピア（市民福祉センター）

・相談内容 福祉の仕事と資格、福祉施設ガイド、
求人・求職者登録

◎問合せ 東濃福祉人材バンク　125-0294
（水曜日・日・祝日を除く９時～17時）

・日　時 10月29日（土）・30日（日）10時～
・場　所 瑞浪市陶磁器会館（美濃焼プラザ）
・催し物 陶器廉売市、なんでも蚤の市、地元陶芸
作家作品展示即売会、野菜青空市、飲食物販売、
おしるこ無料配布、タイルアート体験、干支の作
陶教室、瑞高生の福祉授業作品展示、セラミック
アート展ほか

◎問合せ 美濃焼プラザ　168-0777

・日　時 11月18日（金） 18時～20時　
・場　所 可児市文化創造センター
・講　師 林家正蔵　師匠（襲名前　こぶ平）

演題「笑いと人生」
・入　場 無料（整理券必要）
・申　込 往復はがきまたはFAXで、住所、氏名、
電話番号を明記のうえ下記まで。定員になり次第
締め切りますのでお早めにお申し込みください。

◎問合せ 〒507-0831多治見市新町１-18
（社）多治見法人会　123-5538 FAX25-0866

◆「秋の夜祭　みんなで踊ろう」
・日　時 10月28日（金） 18時～21時　
・場　所 瑞浪駅前公園通　・内　容 バサラ踊り
◆「篠田正浩（映画監督）講演会」
・日　時 10月29日（土）13時～
・場　所 中京短期大学
・テーマ 「映画と私」
・入　場 無料（整理券必要）
※10月28.29日は大学祭を開催しています。会場で
は模擬店やビンゴ大会が行われます。ぜひご来場
ください。無料送迎バス駅北発（10時10分～毎時
10分発）

◎問合せ 中京短期大学祭実行委員会　168-4555

陶町文化祭の一環として、瑞浪小型映画友の会が
映画祭を開催します。（無料）
・日　　時 10月22日（土） 13時30分開場
・場　　所 陶公民館多目的ホール
・上映作品 御樋代木奉迎送祭・地球賛歌、花フェ

スタ2005ぎふ、74歳の挑戦他６作品
※愛好者を募集しています。興味のある方は下記まで。
◎問合せ 瑞浪小型映画友の会事務局

近藤潔　165-2648

・募集内容 さつま芋を使った料理、菓子、スナッ
クなどユニークなもの

・部　　門 一般及び学生の部
・応募締切 11月５日（土）必着
＊書類審査のうえ、入選者には直接連絡されます。
コンテストは11月20日（日）８時から陶コミュニテ
ィーセンターで開催されます。詳しくは下記へ。

◎問合せ いやす里づくりの会（恵那市山岡町）
担当：後藤　10573-59-0051

第32回中京短期大学祭「恋!中短祭」

「第35回みずなみアマチュア映画祭」

ORIBEX2005 器・暮らし展MINO

「税を考える週間11月11日～17日」
文化講演会のご案内

“地球にやさしい環境を考えよう
環境フェアみずなみ2005”

司法書士による電話相談会
「クレジットサラ金・商工ローン・ヤミ金110番」

“福祉の仕事に関心のある方等を対象に”
福祉の仕事相談会を開催します

～全館・快感・秋真盛り～
第７回美濃焼プラザ祭り

～あなたの料理の腕自慢をしてみませんか～
さつま芋料理コンテスト大募集
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2005年10月1日現在（カッコ内は前月比）人口＝42,209（＋5）　世帯数＝14,441（＋6） 

認知症（痴呆）相談 

ＢＣＧ予防接種のお知らせ 

健康相談 

献血（200ml/400ml）に協力ください 

乳がん検診（マンモグラフィ）のお知らせ 

乳幼児健診・相談・歯みがき教室 ＜場所＝保健センタ－　　料金＝無料＞ 

健診・相談名 実　施　日 受付時間 対　象　者 持　ち　物 

12時30分開始 

１歳６ヵ月児健康診査 
＊健診終了後希望者に
歯みがき教室を実施し 
ます 

母子健康手帳 
歯ブラシ・コップ 
※汚れてもいい服装で 
　お越しください 

母子健康手帳 
タオル・コップ 
＊保護者の歯科健診も 
同時に実施します。 

平成16年４月１日～ 
　　　４月15日生まれ 
平成16年４月16日～  
　　　４月30日生まれ 

９時～11時 

11月４日（金） 

11月11日（金） 

９時30分～ 
　　９時45分受付 

13時30分開始 平成17年３月生まれ 11月１日（火） 中期・後期離乳食教室 

平成17年５月生まれ 母子健康手帳 

母子健康手帳 

９時30分～11時 乳幼児希望者 11月９日（水） 乳 幼 児 相 談  母子健康手帳 

平成15年５月生まれ 11月８日（火） ２歳６ヵ月児はみがき教室 

平成15年11月生まれ 11月７日（月） ２歳児はみがき教室 

９時50分～10時 
（終了は11時30分） 

平成16年10月生まれ 10月27日（木） １歳児すくすく教室 
母子健康手帳 
お茶 

11月１日（火） ６ヵ月児健康相談  
及 び 離 乳 食 教 室  

11月10日（木） 場　　所：保健センター 受付時間：13時～14時 

11月1日（火） 場　　所：保健センター 受付時間：13時30分～14時30分 

対象者：平成17年８月生まれ 
　　　（満６ヵ月未満でまだ接種していない児も含む） 
＊母子健康手帳を持参してください。 
＊予診票の内容が変更になりますので、接種当日にお
渡しします。（体温は会場で測定します。） 

11月9日（水） 場　所：保健センター 
◎医師による健康相談：14時～15時 
＊医師による個別相談、血圧測定、検尿 
・血圧が高めと言われたことがある方 
・最近気になる症状がある方 
・健診結果に不安を感じている方　　等 
（ご家族の方の相談でも結構です） 

◎管理栄養士による栄養相談：14時～16時 
＊管理栄養士による個別相談 
・高コレステロール、糖尿病、高血圧、貧血、肥満
等の食事の摂り方など食生活に関する相談 

＊採血後は約５～10分くらいの休憩を取るだけで普段
と同じ生活をしていただいて差し支えありません。 

＜内容＞物忘れが激しい、物を盗られたと騒ぐ、興奮
しやすくなった、徘徊・不潔行為の接し方、
介護方法の相談など 

＜担当＞精神科医師（大湫病院） 
＊電話予約が必要です。秘密は厳守します。 
＊都合により健康カレンダーと日程が異なっています。 

下記の日程で実施しますので、ご希望の方は電話等で
予約してください。（ただし、定員があります） 

対　　象　40歳以上の女性 
場　　所　保健センター 
検 診 料　個人負担金１,000円 
内　　容　問診、医師による視・触診,両側の乳房エッ

　クス線撮影（検診車で左右２枚ずつ撮影） 
※検診の注意　→　授乳中、生理前等の乳房の張った
状態の時は検診は避けてください。 

※今年度は最後の機会となります。 

　乳房エックス線撮影（マンモグラフィ）とは、検
診車で専用のレントゲン装置を使い、乳房を挟ん
で写真を撮ります。今までの視触診法に加えて検
査しますので、より精密に検査できます。 

検診日時 11月10日（木） 
11月28日（月） 
11月30日（水） 

９時～15時 
13時～15時 
９時～11時 

11月１日（火） バロー瑞浪店 10時～11時30分 
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